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第二章 分子内不斉アリル位アミノ化反応の開発と(−)-aurantioclavine全合成への展開  
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1) tBuOCl, CH2Cl2, r.t.    
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（2） リンパ性白血病細胞に対する細胞毒性が知られる Communesin 類の合成を目指して酸
化的転位反応を検討したが、C7 位絶対配置が逆の生成物しか得られなかったことか
ら、酸化的転位反応が生合成経路に関与している可能性は低いことを明らかにした。 
（3） Pd触媒 C(sp3)－H官能基化を用いて、テトラヒドロ- 2H -フルオレンの初の触媒的合
成法を開発し、六環性テルペノイド benzohopaneのフラグメント合成に適用した。 
（4） Sphosおよび PivOHを用いた Pd触媒 C(sp2)－H官能基化により、ベンゾシクロブタン
の選択的合成に成功した。また選択性発現の要因についても知見を得た。 
 
よって、本論文は博士（薬科学）の学位論文として価値あるものと認める。また、平成 28 年 12
月 22日、論文内容とそれに関連した事項について試問を行った結果、合格と認めた。 
 
